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2021年度版シニアカテゴリーレギュレーション 
 

【適用】 

  本レギュレーションは全日本女子総合選手権・全日本選手権(以下、上位大会)

とシニアチャンピオンシップ(以下、予選大会)において適用されるものとする。

但し、上記大会以外の大会においても、大会主催者が本レギュレーションを採用

し、競技運営を行うことができる。 

 

【クラス】 

  シニアカテゴリーを下記のようにクラス分けする。 

   １、ファイターの部 

      中学生以上の男女で構成される競技性を重視したクラス。男女比の制

限は行わない。 

   ２、女子の部 

      中学生以上の女子で構成される競技性を重視したクラス。 

   ３、ふれあいの部・エンジョイの部(シニアチャンピオンシップのみ) 

中学生以上の男女で構成されるレクリエーションを重視したクラス。

各主催者により出場要件が異なる。 

    ※ふれあいの部・エンジョイの部については、以下のレギュレーションを

主催者が変更する場合があります。各大会の要項を確認してください。 

 

【チーム編成・スターティングラインナップ】 

  チームは 20名までのプレイヤーと 3名までのチーム役員で構成される。チーム

役員が兼任プレイヤーとなる場合は、20名の登録プレイヤーの中に含まなくては

ならない。 

  また、監督が兼任プレイヤーとして試合に出場する場合、プレイヤーズベンチ

には必ず 1名以上の成人が監督代行者としていなければならない。主審・コート

マスターが指示をした場合を除き、いかなる理由においてもプレイヤーズベンチ

に監督代行者がいなくなった時点で不完全の対象となる。対応は公式ルール＆審

判テキストブック１２６頁「11.不完全となった場合」の「２)成人がベンチにい

なくなった場合」に記載の通りとするが、②の「プレイヤーの人数を確認」を

「必要に応じてプレイヤーズベンチにいる者の年齢を確認」と置き換えて対応す

る。 

  ※一方のチームが不完全となった時点で、その相手チームを不戦勝とする。こ

の場合における試合の勝敗は、公式ルール「第７０５条 ③」に準拠する。(◆但

し、各セットの内野人数は ７対０ とする。) 

  なお、監督が選手として出場している際、選手の安全確認と記録用紙への署名

は全て監督代行者が責任を持って行う。 

試合開始時には、コート上には 8名のプレイヤーが出場するが、7名の場合で

も試合は成立とする。試合開始時の出場人数が 6名以下となった時点で不完全の

適用とする。 

 

【選手の競技者登録について】 

  大会に出場するチームのエントリー選手全員が大会当日までに登録競技者とし 

て承認されていなければならない。(但し、オープンエントリーに関しては当該予
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選大会の要項に準拠する) 

  選手番号は当日着用するユニフォームの番号に合わせる。 

大会当日は競技者登録がされている個人会員証(以下、会員証)の提示を求める  

 場合がある。紛失した場合や大会に会員証を忘れた場合など、大会会場で競技者

登録を行っていることが証明できない場合は、大会に出場できない可能性がある

ので注意すること。  

 

【チーム役員の指導者登録について】 

大会に出場するチームの登録チーム役員について、上位大会進出後の変更は可

能とするが、予選大会でエントリーした人数から増やすことはできない。 

重要・指導者資格について 

  2019年度以降、シニアカテゴリーにおいても公認指導者資格所有者 1名のベン

チ入りが必須となっています。※プレイヤーとの兼任は可能です。 

 

【予選大会から上位大会までの選手の変更について】 

上位大会における、エントリー選手の予選大会からの変更については、登録人

数を 20名まで認めていることから、いかなる場合も一切認めない。 

チームは予選大会エントリー時に上位大会を見据えた登録を行う必要がある。 

エントリー選手を変更せざるを得ない場合は、既に勝ち得た出場権を辞退し、

別会場の予選大会で規定の成績を収めなければならない。 

  

【上位大会への出場辞退】 

予選大会において上位大会への出場権を獲得したチームが、やむを得ない理由

で上位大会への出場を辞退する場合は、速やかに出場予選大会の主催者に連絡を

しなければならない。JDBAからの確認があるまで出場辞退を申し出ない場合、

エントリーチームならびにエントリー全選手は、次年度の上位大会への出場権を

得られないものとする。 

 

【抗議・アピール】 

いかなる抗議・アピールも罰則の対象とする。原則的に反射的な動作はこれに

含まれないが、反射的な動作であっても悪質な言動と審判員が判断したものにつ

いては罰則の対象とする。 

また、試合終了後の確認は認められているものの、確認ではなく一方的な意

見・批判である場合、コートマスターからの説明を受けても更に説明を求め続け

たりする行為についても罰則の対象とする。 

 

【コートサイズ】 

コートサイズは全てのクラスにおいて、次の図の通りとする。 

女子の部においては、小学生のコートサイズで実施しても構わない。 

ファイターの部においても会場規模によりコートサイズ確保が困難な場合は、

安全確保等を勘案し、内野・外野またはその両方を 0.5m単位で縮小することがで

きる。但し、小学生のコートサイズよりも小さいコートで試合を行うことは認め

ない。コートサイズに変更がある場合は、大会要項や監督会議で事前に説明を行

う。 


